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斎
藤
茂
吉
の
妻
「
輝
子
」
に
つ
い
て
、
彼
女
の
孫
娘
が
著
し
た
『
猛
女
と
よ
ば
れ
た
淑
女
』
を
読
む
。 

輝
子
は
青
山
で
大
き
な
精
神
病
院
を
営
む
斉
藤
家
の
お
嬢
様
と
し
て
生
ま
れ
、
九
歳
の
と
き
婿
養
子
の
茂

吉
と
婚
約
し
、
女
子
学
習
院
を
出
た
後
十
八
歳
で
結
婚
す
る
。
精
神
科
医
の
彼
が
三
十
一
歳
、
処
女
作
『
赤

光
』
で
文
学
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
翌
年
で
あ
る
。 

都
会
的
な
才
色
兼
備
で
慣
習
や
権
威
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
奔
放
な
性
格
は
、
山
形
出
身
の
田
夫
野
人
の
茂

吉
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
銀
座
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
事
件
で
世
間
を
騒
が
せ
、
悪
妻
と
の
世
評
も
立
つ
。
し
か
し

本
人
は
常
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
前
向
き
。
関
東
大
震
災
、
病
院
全
焼
火
事
、
東
京
大
空
襲
な
ど
の
危
機
に
は
毅

然
と
し
て
冷
静
沈
着
な
判
断
を
下
し
、
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
振
り
を
発
揮
す
る
。
茂
吉
と
は
あ
ま
り
そ
り
が
合
わ

ず
長
い
別
居
期
間
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
晩
年
は
傍
で
よ
く
尽
く
す
。 

未
亡
人
と
な
っ
て
か
ら
の
行
動
力
は
驚
異
的
で
あ
る
。
六
十
四
歳
か
ら
海
外
旅
行
を
始
め
、
生
涯
に
百
八

ヶ
国
を
巡
っ
て
い
る
。
と
く
に
世
界
の
秘
境
を
好
み
、
七
十
歳
代
で
ア
フ
リ
カ
旅
行
、
八
十
歳
前
後
か
ら
北

極
、
南
極
大
陸
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
チ
チ
カ
カ
湖
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
な
ど
に
出
掛
け
る
。
著
名
人
の
裕
福
な
夫
人
と
し

て
周
囲
か
ら
厚
遇
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
今
ほ
ど
手
軽
に
海
外
旅
行
へ
行
け
な
か
っ
た
時
代

に
よ
く
ぞ
飛
び
回
っ
た
も
の
だ
。
「
自
分
の
知
ら
な
い
所
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
好
奇
心
の
強
さ
に
敬

服
す
る
。 

 

自
然
人
類
学
者
の
長
谷
川
真
理
子
氏
の
講
演
を
思
い
起
こ
す
。
十
万
年
前
以
降
わ
ず
か
な
人
数
の
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
出
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
各
地
に
広
が
り
、
さ
ら
に
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
ま
で
達
し
た
。
そ
の
拡
散
を
促
し
た
最
大
の
要
因
は
気
候
変
動
や
食
糧
問
題
で

は
な
く
、
人
間
の
脳
の
発
達
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
好
奇
心
だ
と
語
る
。
人
間
以
外
の
動
物
は
食
糧
さ
え
確
保

で
き
れ
ば
、
自
分
の
縄
張
り
か
ら
出
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
そ
う
だ
。 

そ
の
説
に
私
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
本
で
斎
藤
輝
子
の
こ
と
を
知
り
、
彼
女
の
よ
う
な
好
奇

心
旺
盛
な
人
物
が
数
万
年
前
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
な
か
に
も
い
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
納
得
が
い
っ
た
。 


